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　柏原市は歴史資源が豊富であり、歴史散策を
しながらのウォーキングには最適のスポットです。
今回は歴史的まち並みがある太平寺地区を紹介
します。 
 
●太平寺地区 
　柏原市は大阪ぶどうの発祥の地とされ、明治
11年からの生産で山梨県の甲州ぶどうよりも古
いとされています。 
　太平寺地区内にはぶどう農家として栄えた古
民家が歴史的雰囲気をかもしだしています。 
　山裾にはぶどう畑が広がっており、収穫時に
はぶどう狩り（９～10月頃）に訪れる来訪者で
賑わっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　地区内には石神社があり、その境内には大阪
府文化財（天然記念物）に指定されている樹齢
七百から八百年といわれている楠や、地区に存
在していたといわれる河内六寺の一つである智

識寺の塔心礎があります。この智識寺には聖武
天皇が奈良東大寺大仏の見本とした大仏があっ
たとされています。 
　また、在原業平が奈良から八尾までを通った
とされる歴史古道の「業平道」が地区内を通っ
ています。 
　この他、地区内には特産物のぶどうを活かし
たワイン工場もあり、散策ウォーキングを楽し
む要素ともなっています。 
　現在太平寺地区では、平成23年度の完成を目
指し地区内の整備を進めており、本市の歴史ロ
マンの体験や新たな発見ができるかもしれません。 
 
●柏原市健康保養センター「サンヒル柏原」 
　ウォーキングで奈良方面に歩いてゆくと、宿
泊施設「サンヒル柏原」があります。最寄り駅
はＪＲ高井田駅であり、高台に立地しており、
そこからは大和川、石川の合流地点を望み、柏
原市を一望することができます。施設にはレス
トランがあり、太平寺地区のウォーキングでの
休憩、食事に利用していただくこともできます。 
　みなさんのお越しをお待ちしております 

●歴史ロマンと新たな発見に出会うまち 

▼お問い合わせ先▼ 
柏原市まちづくり部まちづくり課 
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● お問い合わせ先 ● 
泉南市総務部政策推進課 
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　林昌寺は、天平年間に行基により開創された真言

宗の寺です。平安時代後期に堀川天皇が御幸のおり、

寺庭の山つつじがあまりに見事であったため、山号

を「躑躅山」と改め、寺号を「林昌寺」と勅号され

たと伝えられています。春には躑躅山の名のとおり

庭園に躑躅が満開となり、山の斜面を利用して全体

で極楽浄土を具現する意図をもって作園された法林

の庭に彩りを添えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　毎年成人の日には、境内の法林の傍、愛宕山山頂

付近で、約２メートルの大護摩壇を用いた「柴燈大

護摩供」が行われます。柴燈大護摩供とは修験道の

護摩焚きのことで、野外において山伏が生木や柴な

どを積み上げて火を焚き、五穀豊穣、風雨順次、国

家安泰、家内安全等を祈願する敬虔な炎の祭典です。 

　山伏たちにより、柴や生木などを積み上げた大護

摩壇に火が入れられると、猛煙に続いて火柱があが

り、読経の中、家内安全、火難消除、無病息災の願

いを込めた護摩木が次々と投じられます。その光景

は、まるで人々の願いが燃え盛る炎と共に空高く舞

い上がっていくかのようです。 

　焚き終わった後は、真っ赤になった炭を平らに敷

き詰め、その上を素足で歩く「火渡りの儀式」が行

われます。初めに山伏たちが次々と火渡りの行を行

いながら所願成就を祈願していき、続いて一般の参

詣者も裸足で炭の上を歩き、災難厄除けを願います。

見ているだけで火傷しそうですが参加する人は後を

絶たず、順番待ちの長い列ができるほどです。 

　皆さんも新年の寒さで身を引き締めた後、火の上

を渡りながら家内安全、無病息災を願ってみてはい

かがでしょうか。 
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